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イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
迎
撃
性
能
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

北
朝
鮮
は
依
然
と
し
て
核
兵
器
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
能
力
を
保
持
し
、
令
和
元
年
五
月
か
ら
合
わ
せ
て
九
回
、
短
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
な
ど
を
発
射
し
て
い
る
。
新
型
と
推
定
さ
れ
る
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
日
本
に
と
っ
て

重
大
な
脅
威
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

以
下
質
問
す
る
。 

一 

令
和
元
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
発
射
さ
れ
た
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
ロ
シ
ア
の
「
イ
ス
カ
ン
デ
ル
」
に
類
似
し

て
い
る
と
防
衛
省
が
指
摘
す
る
「
Ｋ
Ｎ

２
３
」
で
あ
り
、
大
気
圏
内
を
低
い
高
度
で
飛
び
、
可
変
運
動
を
伴
っ
て
目
標
に

到
達
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
搭
載
さ
れ
る
Ｓ
Ｍ

３
ブ
ロ
ッ
ク
２
Ａ
は
、
大
気
圏
外
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
す
る
た
め
の
装
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｋ
Ｎ

２
３
を
撃
ち

落
と
す
こ
と
は
で
き
ず
、
現
状
の
ま
ま
で
は
こ
う
し
た
ミ
サ
イ
ル
に
は
対
応
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺

う
。 

二 

令
和
元
年
九
月
、
中
東
で
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
生
産
施
設
が
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
で
攻
撃
さ
れ
る

事
案
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
陸
上
に
固
定
さ
れ
、
自
身
を
防
御
す
る
ミ
サ
イ
ル
射
撃
能
力
を
持
た
な
い
イ
ー
ジ



 

２ 

 

ス
・
ア
シ
ョ
ア
は
、
無
人
機
の
攻
撃
目
標
と
な
り
や
す
く
、
小
型
化
し
探
知
が
難
し
い
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
の
脅
威
に
も
対
応
は

困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
、
岩
屋
前
防
衛
大
臣
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
八
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
い
て
「
警
察

や
海
上
保
安
庁
と
も
連
携
協
力
体
制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
仮
に
そ
の
施
設
が
テ
ロ
や
破
壊
工
作
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
あ

っ
て
も
、
警
察
部
隊
や
近
傍
か
ら
の
増
援
部
隊
に
よ
っ
て
迅
速
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
し
、
当
然
、
航
空
機
に

よ
る
脅
威
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
空
自
の
地
上
レ
ー
ダ
ー
で
警
戒
監
視
を
す
る
と
と
も
に
、
陸

自
、
空
自
の
対
空
防
護
部
隊
を
展
開
さ
せ
て
、
又
は
、
近
傍
の
基
地
か
ら
は
、
当
然
、
戦
闘
機
を
発
進
さ
せ
る
等
の
万
全
の

態
勢
を
と
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
日
本
を
防
護
す
る
た
め
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ

ョ
ア
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
自
体
を
守
る
こ
と
へ
の
対
応
に
重
き
が
置
か
れ
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
自
身
が
そ
う
し
た
脅
威

に
も
対
応
で
き
る
能
力
を
持
た
な
い
現
状
の
ま
ま
で
は
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
導
入
の
意
義
が
薄
い
も
の
に
な
る
の
で
は

な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

三 

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
運
用
の
開
始
時
期
と
さ
れ
る
の
は
二
〇
二
五
年
頃
で
あ
り
、
こ
の
間
、
対
象
国
の
技
術
開
発
が

一
層
進
み
、
た
と
え
ば
、
低
高
度
で
飛
翔
し
、
か
つ
可
変
運
動
能
力
を
も
っ
た
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
開
発
さ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
現
状
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
迎
撃
シ
ス
テ
ム
で
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
無
用
の
長
物
に
な
り
か
ね
な
い
。 



 

３ 

 

 
 

一
や
二
の
よ
う
な
新
た
な
脅
威
・
攻
撃
に
対
し
て
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
要
求
性
能
を
再
考
す
る
必
要
性
が
現
段
階

で
す
で
に
出
て
き
て
い
る
。
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
上
で
、
構
成
品
の
選
定
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


